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射している神経線維先端部の形状が、雄では馬の尾状、雌では Y 字型である。企u 機能喪
失変異体の雄では、 mAL ニューロンは雌型の特徴を示す。このことから、企u機能は、神
経細胞の雄性化であるといえる。 Fru タンパク質は、タンパク質問相互作用を担う BTB










変異系統を試験し、そのうちの 21 系統が修飾作用を示した。その中の 1 系統は gap 遺伝
子の一つである hunchback (hb) 変異アリルをもっていた。後任発生期において企u と
hb が神経細胞において機能的に相互作用している可能性を検討する為に、抗 Fru 抗体お
よび抗 Hb 抗体を用いて、踊期の雄の脳及び胸腹部神経節の免疫組織化学染色を行った。
その結果、ほぼすべての Fru タンパク質発現細胞において Hb タンパク質との核における
共局在が認められた。次いで、 MARCM 法によって mAL ニューロンモザイククローンに、





















マスター遺伝子である fru を発現している神経細胞のうち、企UNP21 ・Ga14 を用いて標識さ
れる一部の介在ニューロン集団には、明瞭な形態学的・機能的性差がある。たとえば、 mAL
ニューロン群は細胞数やその投射パターンに性差を示す。この他にも、 aSP2 ， aSP3 , M , 
mcAL, P2 , P4 , pL と呼ばれる介在ニューロン集団に細胞数の性差が認められている。しか
し、これらの細胞集団に関しては、細胞数以外の性差について形態学的・機能的な研究は
ほとんど行われていない。その中にあって、 mcALa ニューロン群については、求愛行動に
おける機能が示唆されている。すなわち、 mcALa ニューロンを内包する median bundle 

















の脳内に、雌化因子である transformer (traノ機能欠失 mcALa 神経芽細胞クローン
( tra 1/tra 1 ) を作成し、その時の雄特異的神経突起の有無を調べた。この場合、クローン
となった mcALa ニューロン群は tra+を失って雄化するが、その周囲の他のニューロン群
は雌のままである。その結果、作成された tra 機能欠夫 mcALa 神経芽細胞クローンは、
Fru タンパク質を発現し雄性化していた。しかし、雄特異的神経突起の形成は認められな
かった。このことから、 mcALa ニューロンの雄特異的神経突起は、企u によって細胞非自
律的に形成される可能性が示唆された。
「結論」
















たらくギャッフ。遺伝子群の一つ、 hunchback (hb) が得られた。踊期の中枢神経系では、mAL を含む
ほとんど全ての企u発現ニューロンがHbタンパク質を発現しており、企u と hb の相互作用が予測
された。mAL の性差は、クラスターを構成する細胞数、同側突起の有無、反対側突起先端の分枝ノミ
ターンの 3 点に認められる。雄個体に於いて、二本鎖剛A を用い hb 遺伝子機能をmAL ニューロン
に限定してノックダウンすると、正常な雄型の構造を持ったmALニューロンに加えて、雄固有の
同側神経突起を持ちつつ反対側神経突起の先端が雌様に分岐した雌雄中間的形態を示すmALニュ
ーロンが生じることが明らかとなった。この結果から、 Hb タンパク質がmAL ニューロンで細胞自
律的に働き、反対側神経突起に雄型の形状を発達させると結論した。
これとは別に、mAL からシナプス入力を受けることが推定される mcALa ニューロン群に、従来知
られていない雄特異的樹状突起が存在することを見出した。雌を雄に性転換させる作用のある tra
変異についてホモ接合の雌では、この雄特異的突起が形成される。しかし、雌の脳に tra 変異ホ
モ接合の mcALa ニューロンクローンを作り出し、このクローンのみ雄化させた場合には、雄特異
的突起は形成されなかった。つまり、 mcALa ニューロンの雄特異的突起は、この細胞自身の性には
依存せず、 mcALa 以外のいずれかの細胞が雄であることに依存して細胞非自律的に生じると考えら
れる。
昆虫の性決定は細胞自律的であり脊椎動物に於ける細胞非自律的な性決定の対極に位置する、
というこれまでの見方に、本研究は変更を迫る内容を含んでおり、極めて独創的である。このこ
とは、後藤純平が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示して
いる。したがって，後藤純平提出の論文は，博士(生命科学)の博士論文として合格と認める。
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